
北海道医療大学・歯学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３０１１０

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

唾液腺内視鏡下唾石破砕術とタンパク質とカルシウムの二重溶解併用療法開発の基礎研究

Basic study on the development of combination therapy with the lithotripsy and 
double litholysis using protein and calcic dissolution liquid under 
sialendoscopy

６０１７２４６７研究者番号：

中山　英二（NAKAYAMA, Eiji）

研究期間：

１９Ｋ１０２７３

年 月 日現在  ５   ６ １５

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：唾石の溶解溶液としてクエン酸と次亜塩素酸ナトリウム水溶液を使用した。乾燥唾石
をクエン酸溶液に浸漬させ、溶解の様相を経時的に記録した。その結果、唾石は発泡しながら徐々に溶解するこ
とを確認した。また、次亜塩素酸ナトリウムによる溶解実験を行い、その結果、唾石は5%次亜塩素酸ナトリウム
水溶液により急激に溶解することを確認した。次亜塩素酸ナトリウム水溶液はクエン酸溶水溶液よりも溶解効果
が高い結果であった。そこでクエン酸と次亜塩素酸ナトリウム水溶液との併用で、抗菌効果の増強と作用時間の
短縮が期待された。

研究成果の概要（英文）：A citric acid aqueous solution and a sodium hypochlorite aqueous solution 
were used as salivary stone dissolution solutions. Dried salivary stones were immersed in a citric 
acid solution, and dissolution was recorded over time. As a result, it was confirmed that the 
salivary stones gradually dissolved while foaming. A dissolution experiment with sodium hypochlorite
 was also conducted. As a result, it was confirmed that salivary stones were rapidly dissolved by 5%
 sodium hypochlorite aqueous solution. The sodium hypochlorite aqueous solution had a higher 
dissolution effect than the citric acid solution. Therefore, the combined use of citric acid and 
sodium hypochlorite aqueous solution was expected to enhance the antibacterial effect and shorten 
the action time.

研究分野： 歯科放射線学

キーワード： 唾石　溶解療法　唾液腺内視鏡　唾液腺内視鏡下唾石溶解療法　クエン酸　次亜塩素酸ナトリウム

  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我々が目指している唾液腺内視鏡下唾石溶解療法は国内外で今まで報告はなく、国際的にも挑戦的な新規研究で
ある。世界的に最先端の研究であり、不明な点が多い。しかし、今回の予備的研究により、クエン酸や次亜塩素
酸ナトリウムを使用して、唾石の溶解が実際に可能であることを確認した。この成果は、臨床的に唾液腺内視鏡
下唾石溶解療法を可能にする第一歩の研究として極めて意義深い。さらに、クエン酸水溶液と次亜塩素酸ナトリ
ウム水溶液との併用で抗菌効果の増強と作用時間の短縮、および生体為害性の低減が期待される。唾液腺内視鏡
下唾石溶解療法の実用化に向け、さらなる研究が必要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

内視鏡を利用して唾石を摘出する国内外の他施設の方法は唾液腺管に内視鏡を挿入する

ために切開が必要であった。そこで唾液腺管を切開することなく非観血的に挿入でき、世界

的に最も低侵襲の唾液腺内視鏡下唾石摘出術の開発研究を行ってきた。その結果、世界最小

の微細径内視鏡を開発し、体内電気水圧破壊装置を応用して一切の外科侵襲を加えること

なく顎下腺唾石の破壊摘出に成功した。ホルミウム・ヤグレーザーによる唾石破壊術も研究

したが、唾石を細粉化すると発熱による低温火傷の可能性があった。そこで、唾石破砕法と

basket 鉗子で把持摘出する方法の併用療法を考案し、必要な発熱量は大幅に低減した。し

かし、唾石を細片化するにはやはり大きな発熱量を要することが判明した。この破砕法の発

熱による障害を避け、この破砕法と把持法の併用療法をさらに低侵襲化する有効な手段と

して、唾石溶解療法を開発すればさらに低侵襲化が可能になると考え、唾石溶解剤として食

品にも添加されているクエン酸を採用し、唾石溶解効果を確認したところ、この方法で唾石

が溶解されることが明らかになった。しかし、研究材料に用いた唾石は乾燥状態の試料であ

り、生体内では、唾石表面が食物残渣や細菌塊（biofilm）で覆われており、生体内でカル

シウム溶解剤を有効に作用させるには、さらに表面を覆うタンパク質を除去する必要があ

ると考えた。そこで、一連の研究の追加研究として、今回は唾液腺内視鏡下での唾石破砕・

溶解療法の実用化に向けた、たんぱく質・カルシウム二重溶解併用療法の有効性を検討する

ことにした。 

 
２．研究の目的 
 

非侵襲的唾液腺内視鏡下唾石破砕・溶解療法を確立するための第二段階的研究として、

唾石に適するたんぱく質溶解を追加することが唾石のカルシウム溶解効果を高めるかを、

明らかにすることである。 

 

 
３．研究の方法 
 

タンパク質の溶解剤とカルシウムの溶解剤を使用して唾石溶解実験を実施した。タンパ

ク質の溶解剤は 5％次亜塩素酸ナトリウム液を使用した。カルシウムの溶解剤はクエン酸水

溶液を使用した。すでに収集した細片化した唾石片をそれぞれの水溶液に浸し、溶解状態を

経時的に観察した。 

 
４．研究成果 
 

乾燥唾石をクエン酸溶液に浸漬させ、溶解の様相を経時的に記録した。その結果、唾石は発

泡しながら徐々に溶解することを確認した。また、次亜塩素酸ナトリウムによる溶解実験も行

なった。その結果、唾石は5%次亜塩素酸ナトリウム水溶液により急激に溶解することを確認し

た。次亜塩素酸ナトリウム水溶液はクエン酸溶水溶液よりも溶解効果が高い結果であった。そ

こでクエン酸と次亜塩素酸ナトリウム水溶液との併用で、抗菌効果の増強と作用時間の短縮が

期待された。 

 



  
クエン酸溶液で溶解中の唾石  クエン酸溶液で溶解され細片化した唾石 

 

次亜塩素酸ナトリウム液で霧状に急激に溶解されつつある唾石 

次亜塩素酸ナトリウム液で 24 時間後にほぼ完全に溶解された唾石 
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